
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】セカンドデッキにモータ、所謂デッキコーミン

グが据付けられる状況にならなければ、貨物油ポンプを

据付けることができなく、貨物油ポンプを据付けないと

、ストレーナ、吸入管および吐出管の配管ができなく、

船体の下部に配置される貨物油ポンプ、ストレーナ、吸

入管および吐出管の工事が遅れるなどの問題点を有して

いた。

【解決手段】タンクトップ４に据付けられた該貨物油ポ

ンプユニットＵは、台盤５、貨物油ポンプ７、ストレー

ナ６、サクションライン１４およびデリベリーライン１

５で構成し、該台盤５は、陸上定盤上で少なくとも２条

の横条鋼８を設け、縦条鋼９を所定の間隔で設け、台盤

５の第１番目の横条鋼８上に複数台数の貨物油ポンプ７

を据付け、第２番目の横条鋼８上に複数台数のストレー

ナ６が据付けられ、貨物油ポンプ７のポンプシャフト１

０の垂直並びに吸入口１１および吐出口１２の水平が同

時に調整されて据付けられるものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
貨 物 タ ン ク と 機 関 室 の 間 に 設 け ら れ る 貨 物 油 ポ ン プ 室 に お い て 、 貨 物 油 ポ ン プ 室 の タ ン ク
ト ッ プ に は 、 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 据 付 け ら れ て お り 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト は 、 台
盤 、 貨 物 油 ポ ン プ 、 ス ト レ ー ナ 、 サ ク シ ョ ン ラ イ ン お よ び デ リ ベ リ ー ラ イ ン で 構 成 し 、 該
台 盤 は 、 陸 上 定 盤 上 で 少 な く と も ２ 条 横 条 鋼 を 設 け 、 縦 条 鋼 を 所 定 の 間 隔 で 設 け 、 台 盤 の
第 １ 番 目 の 横 条 鋼 上 に 複 数 台 数 の 貨 物 油 ポ ン プ を 据 付 け 、 第 ２ 番 目 の 横 条 鋼 上 に 複 数 台 数
の ス ト レ ー ナ が 据 付 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト の 垂 直 並 び に 吸 入 口 お よ び 吐
出 口 の 水 平 が 同 時 に 調 整 さ れ て 据 付 け ら れ る を 特 徴 と す る 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 は 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト に た わ み 継 手 を 介 し て 所 定 の 長
さ の 中 間 シ ャ フ ト が 連 結 さ れ 、 該 中 間 シ ャ フ ト に 継 手 を 介 し て モ ー タ シ ャ フ ト が 連 結 さ れ
る 請 求 項 １ 記 載 の 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
台 盤 は 、 タ ン ク ト ッ プ に 略 平 行 に 据 付 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト は 、 略 垂 直
で あ り 、 該 ポ ン プ シ ャ フ ト の 相 フ ラ ン ジ に 仮 設 棒 の 片 方 端 を 垂 直 に 取 付 け 、 貨 物 油 ポ ン プ
の ポ ン プ シ ャ フ ト を 回 し 、 セ カ ン ド デ ッ キ の 仮 穴 で 仮 設 棒 の 他 方 端 が 円 弧 を 描 き 、 該 円 弧
の 中 心 が 円 心 で あ り 、 該 円 心 を 中 心 に デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 外 周 の 半 径 の 切 断 し て 開 口 を 設
け 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 外 周 の 中 腹 に 少 な く と も ３ 箇 所 に 調 整 ボ ル ト を 設 け 、 該 デ ッ キ コ
ー ミ ン グ を 開 口 に 挿 入 し 、 仮 設 棒 を 円 心 に 合 せ て 、 再 度 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト
を 回 す こ と に よ り 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 上 面 の 傾 き を 該 調 整 ボ ル ト で 合 せ 、 ポ ン プ シ ャ フ
ト と モ ー タ シ ャ フ ト の 間 の 芯 出 し が で き る こ と を 特 徴 と す る 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 芯 出
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 貨 物 タ ン ク と 機 関 室 の 間 に 設 け ら れ る 貨 物 油 ポ ン プ 室 に お い て 、 数 台 の 貨 物
油 ポ ン プ が 装 備 さ れ 、 該 貨 物 油 ポ ン プ の 各 駆 動 機 が 機 関 室 に 装 備 さ れ 、 該 貨 物 油 ポ ン プ の
吸 入 口 お よ び 吐 出 口 に 連 続 す る 貨 物 油 管 お よ び ス ト レ ー ナ 等 を 含 む 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト
お よ び そ の 芯 出 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 発 明 は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 貨 物 タ ン ク ３ １ と 機 関 室 ３ ２ の 間
に 設 け ら れ る 貨 物 油 ポ ン プ 室 ３ ３ が 設 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ 室 ３ ３ の タ ン ク ト ッ プ ３ ４ に
は 各 ポ ン プ 台 ３ ５ 、 ス ト レ ー ナ 台 ３ ６ を 介 し て 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ お よ び ス ト レ ー ナ ３ ８ が
据 付 け ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ を 用 い て 詳 し く 説 明 す る と 、 機 関 室 ３ ２ の 前 方 の 凸 部 の セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ に は 、 貨
物 油 ポ ン プ ３ ７ の 駆 動 機 で あ る モ ー タ ４ ０ が 据 付 け ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ の 吸 入 口 ４ １ に は 、 ス ト レ ー ナ ３ ８ の 相 フ ラ ン ジ ４ ２ が 連 結 さ れ 、 該 ス
ト レ ー ナ ３ ８ の 吸 入 口 ４ ３ に は 、 貨 物 油 タ ン ク ３ １ か ら の サ ク シ ョ ン ラ イ ン ４ ４ が 隔 壁 ４
５ を 貫 通 し た も の が 連 結 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ の 吐 出 口 ４ ６ は 、 デ リ ベ リ ー ラ イ ン ４ ７ が ア ッ パ ー デ ッ キ ４ ８ を 貫 通 し
た も の が 連 結 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ の 駆 動 軸 ４ ９ は 、 モ ー タ ４ ０ の モ ー タ シ ャ フ ト ５ ５ を モ ー タ コ ー ミ ン グ
５ ６ お よ び デ ッ キ コ ー ミ ン グ ５ ７ に よ り 垂 直 に 調 整 し 、 下 げ 振 り ５ ９ に よ り 該 貨 物 油 ポ ン
プ ３ ７ に ポ ン プ シ ャ フ ト ５ ０ の 中 心 を 出 し 、 所 定 の 長 さ の 中 間 シ ャ フ ト ５ ２ を 継 手 ５ ３ お
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よ び た わ み 継 手 ５ ４ を 用 い て 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ の 貨 物 油 ポ ン プ 台 ３ ５ の ラ イ ナ ー 調 整
を 行 い に 連 結 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 詳 し く 図 ５ を 用 い て 説 明 す る と 、 こ の 図 は 、 図 ４ で い う 貨 物 油 タ ン ク ３ １ 、 所 謂 、
船 体 前 方 か ら 後 方 を 略 示 し た も の で あ る 。 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ に 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ １ 、 ３ ７
２ ， ３ ７ ３ ， ３ ７ ４ が 船 体 横 方 向 に 整 列 し て 配 置 さ れ る も の で あ り 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７
１ 、 ３ ７ ２ ， ３ ７ ３ ， ３ ７ ４ の 夫 々 の 直 上 の セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ の モ ー タ ４ ０ １ ， ４ ０ ２
， ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ が 配 置 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ １ 、 ３ ７ ２ ， ３ ７ ３ ， ３ ７ ４ は 、 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ 上 に 個 々 に ポ ン プ 台
３ ５ １ ， ３ ５ ２ ， ３ ５ ３ ， ３ ５ ４ よ り ラ イ ナ ー で 傾 き が 調 整 さ れ 、 配 置 さ れ て い た 。 モ ー
タ ４ ０ １ ， ４ ０ ２ ， ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ は 、 セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ 上 に デ ッ キ コ ー ミ ン グ ５ ７ １
， ５ ７ ２ ， ５ ７ ３ ， ５ ７ ４ お よ び モ ー タ コ ー ミ ン グ ５ ６ １ ， ５ ６ ２ ， ５ ６ ３ ， ５ ６ ４ を 介
し て 配 置 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ７ は 、 船 体 横 置 断 面 を 片 舷 だ け 略 示 し た も の で あ る 。 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ と セ カ ン ド デ ッ
キ ３ ９ の 距 離 Ｈ は 、 例 え ば ５ ～ ６ ｍ あ る 。 図 面 上 は 平 行 に 描 け る が 、 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ と
セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ の を ± ０ ミ リ （ ｍ ｍ ） の 誤 差 で 製 作 す る こ と は 困 難 で あ る 。 製 作 上 の
捩 じ れ や 撓 み 、 温 度 に よ っ て 膨 張 や 伸 縮 を 生 じ る 。 こ れ は 、 巨 大 な 船 体 構 造 の 宿 命 で あ る
。 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ や セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ の 十 ミ リ 程 度 の 鋼 板 に ス テ ィ フ ナ ー ５ ８ を 裏 面
に 溶 接 す る こ と に よ り 、 鋼 板 （ セ カ ン ド デ ッ キ お よ び タ ン ク ト ッ プ ） は 拡 大 図 の よ う に 変
形 し て い る 。 よ っ て 、 タ ン ク ト ッ プ ３ ４ や セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ は 、 正 確 に 云 え ば 、 機 械 加
工 さ れ た 貨 物 油 ポ ン プ ほ ど 、 平 ら で も 、 平 行 で も な い の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ６ は 、 従 来 の 芯 出 し 方 法 で あ る 。 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ は 、 ボ デ ィ を 鋳 鋼 に よ っ て 製 作 さ れ
、 陸 上 お い て 機 械 加 工 さ れ て い る の で 、 夫 々 の 吸 入 口 ４ １ 、 吐 出 口 ４ ６ お よ び 駆 動 軸 の 芯
は 、 略 所 定 ど お り 正 確 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま ず 、 セ カ ン ド デ ッ キ ３ ９ に 重 力 方 向 に 水 平 を 取 り な が ら 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ ５ ７ を 溶 接
し て い た 。 こ れ に よ っ て 、 モ ー タ ４ ０ は モ ー タ コ ー ミ ン グ ５ ６ を 介 し て 水 平 に 取 付 く 。 次
に 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ ５ ７ の 円 心 か ら 下 げ 振 り ５ ９ を 降 し 、 貨 物 油 ポ ン プ ３ ７ の ポ ン プ シ
ャ フ ト ５ ０ の 中 心 位 置 を 決 め て い た 。 次 に 、 吸 入 口 ４ １ 、 か つ 、 吐 出 口 ４ ６ が 夫 々 の 所 定
の 方 向 に 対 し 水 平 に な る よ う に ポ ン プ 台 ３ ５ の 上 面 お よ び 下 面 に ラ イ ナ ー を 敷 設 し 、 で 調
整 し て い た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 技 術 で 述 べ た よ う に 、 船 舶 の 建 造 手 順 か ら 云 う と 、 セ カ ン ド デ ッ キ に モ ー タ 、 所 謂
デ ッ キ コ ー ミ ン グ が 据 付 け ら れ る 状 況 に な ら な け れ ば 、 貨 物 油 ポ ン プ を 据 付 け る こ と が で
き な く 、 貨 物 油 ポ ン プ を 据 付 け な い と 、 ス ト レ ー ナ 、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 の 配 管 が で き な
く 、 船 体 の 下 部 に 配 置 さ れ る 貨 物 油 ポ ン プ 、 ス ト レ ー ナ 、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 の 工 事 が 遅
れ る な ど の 問 題 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 タ ン ク ト ッ プ お よ び セ カ ン ド デ ッ キ の 製 作 精 度 の 誤 差 に よ り 、 数 台 の 貨 物 油 ポ ン プ
の 据 付 け が 微 妙 に 異 な り 、 貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 、 吸 入 口 お よ び 吐 出 口 の 芯 出 を 同 時 に 行
う た め 、 非 常 に 時 間 を 要 す る な ど の 問 題 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 は 、 従 来 の 技 術 の 有 す る こ の よ う な 不 十 分 な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ
の 目 的 と す る と こ ろ は 、 モ ー タ 、 所 謂 、 駆 動 軸 の 芯 を 必 ず し も 地 球 の 重 心 に 合 せ る の で な
く 、 芯 出 し 点 数 の 多 い 機 械 加 工 さ れ た 複 数 の 貨 物 油 ポ ン プ を 条 鋼 で 組 ま れ た 台 盤 に 搭 載 し
、 陸 上 に お い て 貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 、 吸 入 口 お よ び 吐 出 口 の 芯 出 が 行 わ れ 、 ス ト レ ー ナ
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、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 の 配 管 が 行 わ れ 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト の 芯 に 合 せ て モ ー
タ シ ャ フ ト 、 所 謂 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 取 付 を 行 う こ と に よ り 、 貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 の
芯 出 し を 容 易 と し 、 船 舶 の 建 造 手 順 で あ る 船 体 の 下 部 に 配 置 さ れ る 貨 物 油 ポ ン プ 、 ス ト レ
ー ナ 、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 を セ カ ン ド デ ッ キ お よ び ア ッ パ ー デ ッ キ に 装 備 さ れ る も の よ り
先 行 し て 装 備 さ れ 、 製 作 作 業 の 簡 素 化 を 図 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 貨 物 タ ン ク と 機 関 室 の 間 に 設 け ら れ る 貨 物 油 ポ
ン プ 室 に お い て 、 貨 物 油 ポ ン プ 室 の タ ン ク ト ッ プ に は 、 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 据 付 け ら
れ て お り 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト は 、 台 盤 、 貨 物 油 ポ ン プ 、 ス ト レ ー ナ 、 サ ク シ ョ ン ラ
イ ン お よ び デ リ ベ リ ー ラ イ ン で 構 成 し 、 該 台 盤 は 、 陸 上 定 盤 上 で 少 な く と も ２ 条 横 条 鋼 を
設 け 、 縦 条 鋼 を 所 定 の 間 隔 で 設 け 、 台 盤 の 第 １ 番 目 の 横 条 鋼 上 に 複 数 台 数 の 貨 物 油 ポ ン プ
を 据 付 け 、 第 ２ 番 目 の 横 条 鋼 上 に 複 数 台 数 の ス ト レ ー ナ が 据 付 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ
ン プ シ ャ フ ト の 垂 直 並 び に 吸 入 口 お よ び 吐 出 口 の 水 平 が 同 時 に 調 整 さ れ て 据 付 け ら れ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 は 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト に た わ み 継 手 を 介 し て 所 定 の 長
さ の 中 間 シ ャ フ ト が 連 結 さ れ 、 該 中 間 シ ャ フ ト に 継 手 を 介 し て モ ー タ シ ャ フ ト が 連 結 さ れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
台 盤 は 、 タ ン ク ト ッ プ に 略 平 行 に 据 付 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト は 、 略 垂 直
で あ り 、 該 ポ ン プ シ ャ フ ト の 相 フ ラ ン ジ に 仮 設 棒 の 片 方 端 を 垂 直 に 取 付 け 、 貨 物 油 ポ ン プ
の ポ ン プ シ ャ フ ト を 回 し 、 セ カ ン ド デ ッ キ の 仮 穴 で 仮 設 棒 の 他 方 端 が 円 弧 を 描 き 、 該 円 弧
の 中 心 が 円 心 で あ り 、 該 円 心 を 中 心 に デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 外 周 の 半 径 の 切 断 し て 開 口 を 設
け 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 外 周 の 中 腹 に 少 な く と も ３ 箇 所 に 調 整 ボ ル ト を 設 け 、 該 デ ッ キ コ
ー ミ ン グ を 開 口 に 挿 入 し 、 仮 設 棒 を 円 心 に 合 せ て 、 再 度 、 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト
を 回 す こ と に よ り 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 上 面 の 傾 き を 該 調 整 ボ ル ト で 合 せ 、 ポ ン プ シ ャ フ
ト と モ ー タ シ ャ フ ト の 間 の 芯 出 し が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 は 、 図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る と 、 作 業 行 程 を 第 一 工 程 と 第 二 工 程 に 分 け
、 第 一 工 程 に お い て は 、 陸 上 定 盤 上 で ４ 台 の 貨 物 油 ポ ン プ を 少 な く と も ２ 条 の 条 鋼 を 横 方
向 に 用 い て 製 作 さ れ る 台 盤 上 に 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト 、 吸 入 口 お よ び 吐 出 口 の 芯
出 が 行 わ れ て 据 付 け ら れ 、 ス ト レ ー ナ 、 サ ク シ ョ ン ラ イ ン お よ び デ リ ベ リ ー ラ イ ン の 配 管
が 行 わ れ 、 サ ク シ ョ ン ラ イ ン お よ び デ リ ベ リ ー ラ イ ン は 、 隔 壁 を 貫 通 す る 手 前 で 止 め ら れ
、 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 二 工 程 に お い て 、 セ カ ン ド デ ッ キ お よ び ア ッ パ ー デ ッ キ の 搭 載 に 先 行 し て 、 該 貨 物 油 ポ
ン プ ユ ニ ッ ト が タ ン ク ト ッ プ に 搭 載 さ れ 、 タ ン ク ト ッ プ 上 で 水 平 調 整 が 行 わ れ 、 貨 物 油 ポ
ン プ ユ ニ ッ ト が 据 付 け ら れ る 。 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 据 え つ け ら れ る と 、 貨 物 油 ポ ン プ
ユ ニ ッ ト 外 の 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 等 の 貨 物 油 ポ ン プ 室 内 の 工 事 が 先 行 し て 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 セ カ ン ド デ ッ キ お よ び ア ッ パ ー デ ッ キ の 搭 載 が 行 わ れ 、 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト に 据
付 け ら れ た 貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト は 、 概 ね 、 垂 直 が 出 て い る 。 該 ポ ン プ シ ャ フ ト
の 芯 を 正 と し て 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の 水 平 調 整 を 行 い 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ を 据 付 け 、 モ ー
タ コ ー ミ ン グ を 介 し て モ ー タ を 据 付 け る こ と に よ り 、 駆 動 軸 の 芯 出 し を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る と 、 貨 物 タ ン ク １ と 機 関 室 ２ の 間 に 設 け ら れ る 貨 物 油 ポ
ン プ 室 ３ が 設 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ 室 ３ の タ ン ク ト ッ プ ４ に は 、 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト Ｕ
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が 据 付 け ら れ て お り 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト Ｕ は 、 台 盤 ５ 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ 、 ス ト レ ー
ナ ６ 、 サ ク シ ョ ン ラ イ ン １ ４ お よ び デ リ ベ リ ー ラ イ ン １ ５ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
該 台 盤 ５ は 、 陸 上 定 盤 上 で 少 な く と も ２ 条 の 条 鋼 ８ （ 横 条 鋼 ） を 横 方 向 に 所 定 の 長 さ 、 縦
方 向 に 同 様 の 条 鋼 ９ （ 縦 条 鋼 ） を 所 定 の 間 隔 で 用 い て 格 子 状 の も の が 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま ず 、 台 盤 ５ の 第 １ 番 目 の 横 条 鋼 ８ 上 に 複 数 台 数 の 貨 物 油 ポ ン プ ７ お よ び 台 盤 ５ の 第 ２ 番
目 の 横 条 鋼 ８ 上 に 複 数 台 数 の ス ト レ ー ナ ６ が 据 付 け ら れ 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ の ポ ン プ シ ャ フ
ト １ ０ の 垂 直 並 び に 吸 入 口 １ １ お よ び 吐 出 口 １ ２ の 水 平 が 同 時 に 調 整 さ れ て 据 付 け ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ス ト レ ー ナ ６ の 水 平 も 同 時 に 調 整 さ れ 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ の 吸 入 口 １ １ は 、 ス ト レ ー
ナ ６ の 出 口 １ ３ に 連 結 さ れ 、 ス ト レ ー ナ ６ の 入 口 １ ６ は 、 所 定 の 長 さ の サ ク シ ョ ン ラ イ ン
１ ４ に 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 同 様 に 吐 出 口 １ ２ は 、 所 定 の 長 さ の デ リ ベ リ ー ラ イ ン １
５ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
機 関 室 ２ の 前 方 の 凸 部 の セ カ ン ド デ ッ キ １ ７ に は 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ の 駆 動 機 で あ る モ ー タ
１ ８ が デ ッ キ コ ー ミ ン グ １ ９ お よ び モ ー タ コ ー ミ ン グ ２ ０ を 介 し て 据 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
貨 物 油 ポ ン プ ７ の 駆 動 軸 Ｋ は 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ の ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ に た わ み 継 手 ２ １ を
介 し て 所 定 の 長 さ の 中 間 シ ャ フ ト ２ ２ が 連 結 さ れ 、 該 中 間 シ ャ フ ト ２ ２ に 継 手 ２ ３ を 介 し
て モ ー タ シ ャ フ ト ２ ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 詳 し く 図 ２ を 用 い て 説 明 す る と 、 こ の 図 は 、 図 １ で い う 貨 物 油 タ ン ク １ 、 所 謂 、 船
体 前 方 か ら 後 方 を 略 示 し た も の で あ る 。 タ ン ク ト ッ プ ４ に 貨 物 油 ポ ン プ ７ １ 、 ７ ２ ， ７ ３
， ７ ４ が 船 体 横 方 向 に 整 列 し て 配 置 さ れ る も の で あ り 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ７ １ 、 ７ ２ ， ７ ３
， ７ ４ の 夫 々 の 直 上 の セ カ ン ド デ ッ キ １ ７ の モ ー タ １ ８ １ ， １ ８ ２ ， １ ８ ３ ， １ ８ ４ が 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
該 貨 物 油 ポ ン プ ７ １ 、 ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ は 、 所 定 の ボ ル ト ナ ッ ト （ 図 番 な し ） に よ り 、 台
盤 ５ の 所 定 の 位 置 に 螺 着 さ れ 、 該 台 盤 ５ は 、 タ ン ク ト ッ プ ４ 上 に ３ 条 の 横 条 鋼 ８ と 縦 条 鋼
９ で 格 子 状 に 組 ま れ 、 ラ イ ナ ー ２ ６ で 要 所 の 傾 き を 調 整 し 、 タ ン ク ト ッ プ ４ に 平 行 に 据 付
け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
モ ー タ １ ８ １ ， １ ８ ２ ， １ ８ ３ ， １ ８ ４ は 、 セ カ ン ド デ ッ キ １ ７ 上 に デ ッ キ コ ー ミ ン グ １
９ １ ， １ ９ ２ ， １ ９ ３ ， １ ９ ４ お よ び モ ー タ コ ー ミ ン グ ２ ０ １ ， ２ ０ ２ ， ２ ０ ３ ， ２ ０ ４
を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 軸 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 Ｋ ３ 、 Ｋ ４ は 、 該 貨 物 油 ポ ン プ ７ １
、 ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ と モ ー タ １ ８ １ ， １ ８ ２ ， １ ８ ３ ， １ ８ ４ を 夫 々 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ は 、 こ の 発 明 の 芯 出 し 方 法 で あ る 。 前 述 し た と 同 様 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ は 、 ボ デ ィ を 鋳
鋼 に よ っ て 製 作 さ れ 、 陸 上 で 機 械 加 工 さ れ て い る の で 、 夫 々 の 吸 入 口 １ ３ 、 吐 出 口 １ ２ お
よ び 駆 動 軸 の 芯 は 、 略 正 確 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
台 盤 ５ は 、 前 述 し た よ う に 、 タ ン ク ト ッ プ ４ に 略 平 行 に 据 付 け ら れ て い る 。 よ っ て 、 貨 物
油 ポ ン プ ７ は 、 概 ね 芯 出 し が で き て い る 。 こ こ で は 、 タ ン ク ト ッ プ ４ と セ カ ン ド デ ッ キ １
７ の 平 行 の 精 度 は 、 厳 密 に 要 求 し な い 。 略 平 行 で あ れ ば 、 施 行 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
貨 物 油 ポ ン プ ７ の ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ は 、 略 垂 直 で あ る 。 該 ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ の 相 フ ラ
ン ジ ２ ７ に 仮 設 棒 ２ ８ の 片 方 端 を 垂 直 に 取 付 け 、 貨 物 油 ポ ン プ ７ の ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ を
回 し て み る 。 セ カ ン ド デ ッ キ １ ７ の 仮 穴 ２ ９ で 仮 設 棒 ２ ８ が 円 弧 ８ ０ を 描 く こ と が あ る 。
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該 円 弧 ８ ０ の 中 心 が 円 心 ８ １ で あ る 。 円 弧 を 描 か な け れ ば 、 仮 設 棒 ２ ８ の 他 端 が 円 心 ８ １
で あ る 。 該 円 心 ８ １ を 中 心 に デ ッ キ コ ー ミ ン グ １ ９ の 外 周 の 半 径 ８ ２ の 切 断 し 開 口 ８ ３ を
設 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
デ ッ キ コ ー ミ ン グ １ ９ の 外 周 の 中 腹 に 少 な く と も ３ 箇 所 に 調 整 ボ ル ト ８ ４ を 設 け る 。 該 デ
ッ キ コ ー ミ ン グ １ ９ を 開 口 ８ ３ に 挿 入 し 、 仮 設 棒 ２ ８ を 円 心 ８ １ に 合 せ て 、 貨 物 油 ポ ン プ
７ の ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ を 回 す こ と に よ り 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ １ ９ の 上 面 の 傾 き を 該 調 整
ボ ル ト ８ ４ で 合 せ る 。 こ れ で 、 ポ ン プ シ ャ フ ト １ ０ と モ ー タ シ ャ フ ト ２ ４ の 間 の 芯 出 し が
で き 、 た わ み 継 手 ２ １ お よ び 継 手 ２ ３ 並 び に 中 間 シ ャ フ ト ２ ２ の 長 さ 調 整 を す る こ と で 駆
動 軸 Ｋ を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 は 、 上 記 の と お り 構 成 さ れ て い る の で 、 次 に 記 載 す る 効 果 を 奏 す る 。 こ の 発 明 は
、 モ ー タ 、 所 謂 、 駆 動 軸 の 芯 を 必 ず し も 地 球 の 重 心 に 合 せ る の で な く 、 機 械 加 工 さ れ た 複
数 の 貨 物 油 ポ ン プ を 条 鋼 で 組 ま れ た 台 盤 に 搭 載 し 、 陸 上 に お い て 貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 、
吸 入 口 お よ び 吐 出 口 の 芯 出 が 行 わ れ 、 ス ト レ ー ナ 、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 の 配 管 が 行 わ れ 、
貨 物 油 ポ ン プ の ポ ン プ シ ャ フ ト の 芯 に 合 せ て モ ー タ シ ャ フ ト 、 所 謂 、 デ ッ キ コ ー ミ ン グ の
取 付 を 行 う こ と に よ り 、 貨 物 油 ポ ン プ の 駆 動 軸 の 芯 出 し を 容 易 と し 、 船 舶 の 建 造 手 順 で あ
る 船 体 の 下 部 に 配 置 さ れ る 貨 物 油 ポ ン プ 、 ス ト レ ー ナ 、 吸 入 管 お よ び 吐 出 管 を セ カ ン ド デ
ッ キ お よ び ア ッ パ ー デ ッ キ に 装 備 さ れ る も の よ り 先 行 し て 装 備 さ れ 、 製 作 作 業 の 簡 素 化 を
図 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 貨 物 油 ポ ン プ 室 を 側 面 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 貨 物 油 ポ ン プ 室 を 前 方 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 貨 物 油 ポ ン プ の 芯 出 し 方 法 を 側 面 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 貨 物 油 ポ ン プ 室 を 側 面 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 貨 物 油 ポ ン プ 室 を 前 方 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 貨 物 油 ポ ン プ の 芯 出 し 方 法 を 側 面 か ら 略 示 し た も の で あ る 。
【 図 ７ 】 船 体 構 造 の 横 置 断 面 と 溶 接 部 拡 大 図 を 略 示 し た も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 貨 物 タ ン ク
２ 　 　 機 関 室
３ 　 　 貨 物 油 ポ ン プ 室
４ 　 　 タ ン ク ト ッ プ
５ 　 　 台 盤
６ 　 　 ス ト レ ー ナ
７ 、 ７ １ ， ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ 　 　 貨 物 油 ポ ン プ
８ 　 　 横 条 鋼
９ 　 　 縦 条 鋼
１ ０ 　 　 ポ ン プ シ ャ フ ト
１ １ 　 　 吸 入 口
１ ２ 　 　 吐 出 口
１ ３ 　 　 出 口
１ ４ 　 　 サ ク シ ョ ン ラ イ ン
１ ５ 　 　 デ リ ベ リ ー ラ イ ン
１ ６ 　 　 入 口
１ ７ 　 　 セ カ ン ド デ ッ キ
１ ８ 、 １ ８ １ ， １ ８ ２ ， １ ８ ３ ， １ ８ ４ 　 　 モ ー タ
１ ９ 、 １ ９ １ ， １ ９ ２ ， １ ９ ３ ， １ ９ ４ 　 　 デ ッ キ コ ー ミ ン グ
２ ０ 、 ２ ０ １ ， ２ ０ ２ ， ２ ０ ３ ， ２ ０ ３ 　 　 モ ー タ コ ー ミ ン グ
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２ １ 　 　 た わ み 継 手
２ ２ 　 　 中 間 シ ャ フ ト
２ ３ 　 　 継 手
２ ４ 　 　 モ ー タ シ ャ フ ト
２ ６ 　 　 ラ イ ナ ー
２ ７ 　 　 相 フ ラ ン ジ
２ ８ 　 　 仮 設 棒
２ ９ 　 　 仮 穴
８ ０ 　 　 円 弧
８ １ 　 　 円 心
８ ２ 　 　 半 径
８ ３ 　 　 開 口
８ ４ 　 　 調 整 ボ ル ト
Ｋ 、 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ ， Ｋ ４ 　 　 駆 動 軸
Ｕ 　 　 貨 物 油 ポ ン プ ユ ニ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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